
10 平　田　　　繁

資
料
１
　
小
学
校
児
童
指
導
要
録
　
参
考
様
式

資
料
２
　
様
式
２
　（
指
導
に
関
す
る
記
録
）
の
裏

� 1中村学園大学・中村学園大学短期大学部　研究紀要　第49号　2017

１　はじめに

学校インターンシップの教職課程における必修化を含
めた議論は，平成26年７月に中央教育審議会に「これか
らの学校教育を担う教職員やチームとしての学校の在り
方について」が諮問されたことによるものである。この
中で，「教員養成・採用・研修の接続を強化しつつ，採用
の前又は後に学校現場で行う実習・研修を通じて，適性
を厳格に評価する仕組みの導入や，選考過程の改善を図
る取組を推進するため，どのような方策が考えられるか」
の視点からの検討が求められた。審議に当たっては，平
成26年７月の初等中等教育分科会教員養成部会「教員の
養成・採用・研修の改善に関するワーキンググループ」
においてなされた論点整理等を踏まえつつ，「教員の養
成・採用・研修の一体的改革」を基本とした個別論点や，

「教職生涯にわたる職能成長を支える具体的な制度設計の
構築」といった分野を中心に検討が重ねられた。平成27
年７月の中間まとめを経て，平成27年12月に答申「これ
からの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～
学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築に向け
て～」が取りまとめられた。この答申の中で，教員養成
に関する改革の具体的な方向性として，学校インターン
シップの導入は，「学生が長期間にわたり継続的に学校現
場等で体験的な活動を行うことで，学校現場をより深く
知ることができ，既存の教育実習と相まって，理論と実
践の往還による実践的指導力の基礎の育成に有効である。
また，学生がこれからの教員に求められる資質を理解し，
自らの教員としての適格性を把握するための機会として

も有意義である。」�［1］と説明されている。さらに，教職課
程への位置づけについては，「各学校種の教職課程の実情
等を踏まえ，各教職課程で一律に義務化するのではなく，
各大学の判断により教職課程に位置付けられることとす
る。」�［1］と示された。

学校インターンシップを取り巻く環境が変化してきて
いる中，学校インターンシップに関する全国的なアンケー
ト調査から，「学校インターンシップへの参加が教職アス
ピレーションを高めるとともに，学生は自身の経験を自
己評価していると考えられる。」�［2］という結果が得られた。
そこで，学校インターンシップのねらいを意識した弾力
的な運用の方途として，栄養科学部栄養科学科（以下，
本学科）の管理栄養士養成機関である強み（臨地実習）
を生かした学校インターンシップとなるよう「教育実習
サポートノート」の構想を論じることが本研究の目的で
ある。

２　�福岡県における学校インターンシップに類
似した取り組み

学校インターンシップに先がけて実施されてきた福岡
県内の二つの取り組みを紹介する。

（１）　�福岡市教育委員会の「学生サポーター制度」�［3］

学生サポーター制度とは，福岡市教育委員会と協定を
締結した大学が，福岡市立の幼稚園，小中学校，高等学
校，特別支援学校へ学生を派遣し，様々な教育活動の支
援を行う制度で，福岡市の教育改革プログラム（平成12
年～平成20年）に掲げられた「21世紀の福岡らしい教育
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2 萩　尾　久美子

３　�栄養科学科における教職履修学生の学びの
実態
本学科の学生は管理栄養士の国家試験受験資格の取得

に加え，希望すれば中学校・高等学校家庭科教諭（１種）
と栄養教諭（１種）の二つの免許取得が可能である。但
し，教職に関する授業科目は卒業に必要な単位（124単
位）に含められないため，教職に進もうとすると124単
位とは別に単位の取得が必要となる。これを取得するた
めの時間割例として表したものが図１になる。本学科で
は，教育実習・栄養教育実習ともに４年次に位置付けて
いるので（図２），ここでは３年次までの時間割を示して
いる。この時間割から分かるように，本学科の学生が空
き時間を使って前述のような「学生サポーター制度」に
参加するチャンスを見出せないことが分かる。長期休業

の推進」の取り組みの一つとして，平成16年度にスター
トしたものである。この制度の目的は次のとおりである。
①�　福岡市の学校教育活性化や，児童生徒に対するより

きめ細かな指導の実現を図る
②　大学の推進する地域連携や地域貢献の実現を図る
③　大学生の資質や能力の向上を図る

参加学生は，「学習指導の補助」，「学校行事・学級活動
の補助」，「教材作成・環境整備の補助」，「部活動・クラ
ブ活動の支援」などの活動にあたるが，あくまでも，「学
校教育の活性化」を第一の目的にする現場体験活動であ
る。

（２）　�福岡県教育委員会主催「ふくおか教員養成セミ
ナー」�［4］

この教員養成セミナーは，「福岡県の公立学校教員を目
指す又は職業選択として興味を持つ学生に対し，職業と
しての教員の魅力や職務内容等を十分に周知し，教職に
対する熱意を醸成するとともに，講話や優秀教員による
模擬授業及び討議等をとおして，福岡県の魅力ある教育
実践にふれる機会を提供する。」ことを目的としており，
福岡県内の市町村立小学校教員を志望している３年次の
学生を対象として実施されている。年間５回程度開催さ
れている内容は，開・閉講式，講演，授業づくりに関す
る研究（模擬授業，講義，グループ討議等）および懇談
会などであり，学校における現場体験活動を一切含まな
い企画である。

［４］学校インターンシップ検討委員会．松原岳行．学校インターンシップは学生のどのような力を育てているのか．教師教育研究第29号．
p31．2016．

＜1Ｎ＞ 前期 後期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

月 教職 月
火 教職 火
水 教職 水 教職
木 教職 木
金 教職 金

＜２Ｎ＞ 前期 後期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

月 月
火 火 教職
水 水
木 木
金 教職 金 教職

＜３Ｎ＞ 前期 後期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

月 教職 月 教職
火 教職 火
水 水 教職
木 教職 木
金 教職 金

管理栄養士養成にかかる科目等 教職 教員養成にかかる科目

１ ○新入生教職オリエンテーション <4 月>

年 ○教職に関する説明会(後期開始時) <9 月>

次 ○養護･介護実習オリエンテーション <3 月>

３ ○教育実習内諾依頼オリエンテーション <4 月>

年 ○養護･介護実習(社会福祉施設） <11 月>

次 ○養護･介護実習(特別支援学校） <12 月>

４ ○中･高教育実習直前オリエンテーション<4 月>

年 ○栄養教育実習直前オリエンテーション <4 月>

次 ○教育実習(中学校・高等学校) <5 ～ 6月>

○栄養教育実習(小学校・中学校) <6月>

図２　平成28年度　教育実習までの流れ

図１　栄養科学科教職を履修した場合の時間割（平成28年度の場合）
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中の空き時間を使って対応しようと考えても，集中講義
科目が複数設定されていることから，可能性を見出すこ
とは難しいと考える。また，「ふくおか教員養成セミナー」
にいたっては，対象を小学校教員としていることから，
本学科の学生は参加を希望することさえできない。

以上のような時間的制約等から，本学科では平成27年
12月の中教審答申で求められている学校インターンシッ
プを導入することには難しさがある。答申に，「各学校種
の教職課程の実情などを踏まえ，各教職課程で一律に義
務化するのではなく，各大学の判断により教職課程に位
置付けられることとする。」�［1］とあるよう，本制度の具体
化の課題が示されている。

そこで，本学科の特色を生かして運用面を工夫するこ
とで，学校インターンシップのねらいに近付く方途を検
討していきたいと考える。

４　学校インターンシップと教育実習の違い

学校インターンシップとは，端的に言えば教職を目指
す学生が参加する職業体験である。既存の教育実習と比
べ，どのような違いがあるかは表１に示したとおりであ
る。４年次の教育実習前に，生きた教育現場を体験でき
ることは学生にとって絶好の機会であり，教員の日頃の
業務や児童生徒の成長に関わることで，教職への理解を
深められる。表１で示されているように，学校インター
ンシップでは，専任の指導教諭がいるわけではなく，学
生は学校側の指示に従いながら，支援や補助業務に当た

ることになる。

５　栄養科学科における学外実習の概要

本学科は管理栄養士の養成機関であることから，管理
栄養士取得のためにすべての学生に臨地実習（いわゆる
学外実習）が課されている。その臨地実習の概要は表２
のとおりである。３年次の前期から後期にかけて，３つ
の実習先に合わせて３～５週間（学生の希望によって実
習期間に差異あり）の日程で実習を行う。これまでも，
臨地実習Ⅰにおいて，教職を履修する学生の実習先（給
食管理）を小学校に限定してきたので，給食の時間の食
に関する指導を経験することで教職（栄養教諭，中 ･ 高
家庭科教諭）に対するモチベーションは高まっていた。

学校ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 教育実習

内容 学校における教育活動や 学校の教育活動について実
学校行事、部活動、学校 際に教員としての職務の一
事務などの学校における 部を実践させることが中心
活動全般について、支援
や補助業務を行うことが
中心

実施 教育実習よりも長期間を ４週間程度
期間 設定(ただし、一日当たり (高校の場合２週間程度)

の時間数は少ないことを
想定)

学校 学校が行う支援、補助業 実習生への指導や評価表の
の役 務の指示(教育実習のよう 作成(そのための指導教員
割 に、学生に対する指導や を専任し、組織的な指導体

評価は実施しない) 制を構築)

平成 27 年 12 月 21日 中教審答申 p34

表１　学校インターンシップと教育実習の違い

実施時期学外実習 管理栄養士養成にかかる学外実習の目的や内容など前期 後期
１ 臨地実習Ⅰ ３年次 □給食栄養管理の講義で修得した知識と給食経営管理実習で体得

＜集団給食施設(学校給食)＞ した技術を基礎に、技術の統合を図る。教職履修者の実習先は
○ すべて小中学校となる。

２ 臨地実習Ⅱ ３年次 □都道府県設置の保健所業務と市町村設置の保健センター業務の
＜保健所等＞ 性格を理解し、その活動の実際と管理栄養士の活動の内容を把

○ 握する。

３ 養護・介護実習 ３年次 ■社会福祉施設での体験を通じ、普段接することの少ないさまざ
＜社会福祉施設＞ まな人の生き方や日常生活のありように気づくとともに、人を

○ 援助すべき姿勢や人との関わり方などを体験的に学修する。
５日間

４ 養護・介護実習 ３年次 ■特別支援学校での体験を通じ、普段接することの少ないさまざ
＜特別支援学校＞ まな人の生き方や日常生活のありように気づくとともに、人を

○ 援助すべき姿勢や人との関わり方などを体験的に学修する。
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また，３年次後期に位置付けられている養護・介護実習
（中･高家庭科教諭）においてもいっそう積極的に臨むよ
うになっていた。

そこで，これまで教職にプラスの影響をもたらしてき
た臨地実習の機会を積極的に活用できないかを考察する。

６　臨地実習における教育実習的価値について

表２に示すように，教職を履修する学生の臨地実習Ⅰ
は学校現場（小学校または中学校）で実習することから，
教職員はもとより事務職員や児童生徒，調理員や保護者
との出会いが想定される。また，臨地実習Ⅱでは保健所
や病院等で実習することから，管理栄養士をはじめに様々
な専門職の方や地域住民，医師や看護師等の医療関係者
等，多くの職業・年齢層の方々との出会いが想定される
ことになり，教師のみならず社会人としての挨拶やコミュ
ニケーション能力を学ぶ機会となる。実際，世間で「人
間力」�［5］とか「社会人基礎力」�［6］といわれ議論されている
ことを，臨地実習先であっても現実の社会として学び取
ることができる。人は，新鮮な経験に触れ，感動し驚い
て初めて学びとろうという意欲が芽生えてくることが多
いので，複数回の臨地実習は学生にとって，教育実習に
出る事前研究となり，知らない世界に飛び込み様々に学
ぶことで自信にもつながると考える。ただし，臨地実習
にはそれぞれの授業科目の到達目標があるので，学校イ
ンターンシップのように学生が支援や補助業務に就くこ
とは禁じ，あくまで，臨地実習先で実習している期間内
に，課題意識をもって『観察する』ことを主として想定
するものである。ここで言う観察は，①教育現場や保健
所・病院等での営みと結果を予測し，人々の実践を観察
し，自分の実践と比較する，②ほかの人の活動がどのよ
うに他者に影響を与えるかと考える，③自分の思い込み
や無自覚に気付き，より実情に即した行動がとれるよう
考えることである。このような研究的なものの見方をす
ることによって，４年次の教育実習に対して，実践的指

導力の基礎づくりにプラスの影響を及ぼすことを期待す
るものである。

７　「教育実習サポートノート」の構想

教育実習に向けての事前研究と，「自らの教員としての
適格性を把握するための機会を持つ」�［1］というねらいか
ら，自分なりの到達目標を持って臨地実習に臨むことが
できるように学生を側面から支えるため，教育実習サポー
トノートを作成する。内容については，文科省委託調査�［7］

から初任者教員の資質能力の充足度についての校長によ
る評価が，「やや不足している」，「とても不足している」
とする割合が４割を超えた「実践的指導力」，「コミュニ
ケーション力」，「チームで対応する力」の三つに絞るこ
ととする。また，サポートノートの体裁は，教育実習日
誌に準じ，Ａ４版で書き込み主体の形式とする。そのイ
メージが分かるよう，一部を資料１，資料２に示す。な
お，臨地実習が開始されるのは３年次の６月からなので，
３年次の４月に実施される「教育実習内諾依頼オリエン
テーション」で，サポートノートを配付し，その趣旨や
活用方法等の説明をしたいと考える。学生は，臨地実習
を終える度に『観察』から学んだことをまとめ，４年次
の教育実習に向かうことになる。

８　おわりに

本稿では，管理栄養士養成機関である栄養科学科の特
徴を生かして，学校インターンシップ導入の検討を視野
に入れて，「教育実習サポートノート」の構想について論
じた。今後の課題は，この教育実習サポートノートを学
生指導の流れに位置付けるための効果的なプログラムを
考え，これを生かして指導するための能動的な学修方法
など十分な検討を加えることである。これまで以上に学
生に積極的に関わり指導・助言することで，学生が様々
な臨地実習先で得たものを振り返り，意見交換や討議を
とおして，学生の実践的指導力を高めていきたい。

［５］人間力戦略研究会報告書．内閣府．平成15年４月．
［６］社会人基礎力に関する研究会―中間取りまとめ―．経済産業省．平成18年１月．
［７］文部科学省委託調査．教員の資質能力向上方策の見直し及び教員免許更新制の効果検証に係る調査集計結果（速報）．平成22年９月

公表．
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